
七六五四三ニー

は
じ
め
に

西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
交
通
事
故
の
実
態

被
害
者
救
済
の
た
め
い
立
法

損
害
賠
償
の
範
囲

保
険
金
の
支
払
手
続

紛
争
処
理
手
続

結
び ー

次

土

西

ド

イ

ツ

に

お

け

る

交

通

災

害

紛

争

処

理

シ

ス

テ

ム

に

つ

い

て

',＇,＇，＇，'，'，'，'，＇,‘,',＇,'，＇,'，',＇

,','J_-

甫
r
 

r
 ―-――

-R 

」説

r

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

r

,

'

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'

，
 

田

哲

也
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ま
ず
、
連
邦
統
計
局
の
統
計
年
報
(
-
九
八
四
年
版
）

か
ら
、
交
通
事
故
の
実
態
を
示
す
デ
ー
タ
を
拾
っ
て
、

西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
交
通
事
故
の
実
態

一
九
八
五
年
一
二
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
の
西
ド
イ
ツ
留
学
中
、
運
転
免
許
の
取
得

(
F
a
h
r
s
c
h
u
l
e
で
取
得
す
る
場
合
と
、
日
本
の
運
転

険
や
自
動
車
事
故
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
資
料
を
得
な
い
ま
ま
帰
国
し
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

引
用
文
献
以
外
に
次
の
方
々
か
ら
多
く
の
御
教
示
と
資
料
の
提
供
を
頂
い
た
こ
と
を
記
し
、
各
位
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

フ
ラ
イ
ブ

ル
ク
大
学
外
国
法
並
び
に
国
際
私
法
研
究
所
の
シ
ュ
レ
ヒ
ト
リ
ー
ム
教
授

(
P
r
o
f
•
Dr. P
e
t
e
r
 S
c
h
l
e
c
h
t
r
i
e
m
)
、
責
任
・
事
故
・
自
動

車
・
権
利
保
護
保
険
協
会

(
V
e
r
b
a
n
d
d
e
r
 H
a
f
t
p
f
l
i
c
h
t
v
e
r
s
i
c
h
e
r
e
r
,
 U
n
f
a
l
l
v
e
r
s
i
c
h
e
r
e
r
,
 A
u
t
o
v
e
r
s
i
c
h
e
r
e
r
 u
n
d
 R
e
c
h
t
s
s
c
h
u
t
s
 ,
 

v
e
r
s
i
c
h
e
r
e
r
 
e. V
 ：
通
常

H
U
K
|
 V
e
r
b
a
n
d
と
略
称
さ
れ
て
い
る
）
、

免
許
に
基
づ
き
西
ド
イ
ツ
の
運
転
免
許
を
取
得
す
る
場
合
の
両
方
。

ア
リ
ア
ン
ツ
保
険
会
社

(
A
l
l
i
a
n
z

g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
)
、
自
動
車
保
険
料
率
算
定
会
企
画
室
（
本
年
四
月
よ
り
「
約
款
・
制
度
部
」
と
改
称
）

い
ず
れ
も
終
身
有
効
）

V
 er
s
i
c
h
e
r
u
n
g
s
'
A
k
t
i
e
n、

の
和
久
利
昌
男
室
長
、
香
川
大
学
経

済
学
部
の
坪
井
昭
彦
教
授
、
阪
南
大
学
経
済
学
部
の
垣
口
克
彦
教
授
、
愛
知
学
院
大
学
法
学
部
の
山
野
嘉
朗
助
教
授
の
各
位
で
あ
る
。
な

お
、
以
下
の
内
容
は
、
知
り
得
た
情
報
に
の
み
基
づ
い
た
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断
わ
っ
て
お
き
た
い
。

そ
の
一
端
を
紹
介
し
て

に
つ
い
て
は
実
体
験
を
し
た
が
、
自
動
車
保

は

じ

め

に

7-2 -202 (香法'87)



母的文二゜

（田
1
)

いこヘーリ77トK入囲翠曲宝榔咲帯奴心{二門りごぃ¥J屯

事項 西暦 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983峯l 1984 

交 通 事 故 件 数

人 身 事 故 359,694 379.046 380,352 367,500 379,235 362,617 358.693 374.034 (360,200) (374. 107) 

内 死者の出た事故 13,550 13,599 13,368 12,033 11,911 10,632 10,581 

訳 負傷者の出た事故 346. 144 365,447 366,984 355,467 367,324 351.985 348.112 
--・-. —----一ー・

物 損 事 故濠2 1,058,000 1,144,000 1,238,000 1,293,000 1,305,000 1,316,000 1,271,000 1,318,000 

うち重大な損害を生じたもの豪3 292,301 345,517 398.032 430,568 462,110 482,261 479,696 231. 938 

人身事故の事故関係者数

自動車等豪4の塔乗者 559,857 599.320 608,915 586,584 602,967 574,481 562,107 590,712 

自転車に乗っていた者 49,564 52,470 51,161 52,138 55,421 58,577 63,275 67,466 

歩 ィノ丁ー 者 67,038 67,573 65,236 61,186 61.448 57,667 54,804 54,106 

そ の 他 の 者 6,410 5,826 5,965 6,299 5,942 5,091 4,964 4,807 

合 計 682,869 725,189 731,277 706,207 725,778 695,816 685,150 717,091 

類 型 別 被 害 者 数

死 者 数 14,820 14,978 14,662 13,222 13,041 11,674 11,608 11, 715 (10,400) 01, 732) 

内 自動車等の運転者及び同乗者 10,809 11,203 10,854 10,039 9,925 9,035 9,002 9,217 

歩 行 者 3,991 3,748 3,788 3,159 3,095 2,620 2,594 2,484 

訳 そ の 他 の 者濠5 20 27 20 24 21 19 12 14 

負 傷 者 数 480,581 508,142 508.644 486,441 500,463 475,944 467,188 
489,148 (471,800) (489,210) 

内 自動車等の運転者及び同乗者 418,993 445,814 448,608 429,733 443,608 422,446 416,525 439,147 

歩 行 者 61,230 61,931 59,613 56,259 56,451 53,106 50,233 49,594 

訳 そ の 他 の 者 418 397 423 449 404 392 430 407 

Statistisches Bundesamt, Statistisches Jahrbuch 1984 fi.ir die Bundesrepublik Deutschland, 13. 31, S. 317による。

（お玉西忙）
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る

（
八
二
三
条
以
下
）

の
が
特
色
で
あ
る
。

害
者
に
認
め
る
（
同
法
七
条
一
項
）

一方、

損
害
項
目
に
慰
謝
料
を
含
め
ず
（
同
法
一
〇
条
、

一条）、

ま
た
、

賠
償
額
を
限
定
し
て
い

通
法
は
、
加
害
者
の
過
失
を
要
件
と
し
な
い
で
、

に
対
す
る
人
的
損
害
及
び
物
的
損
害
の
賠
償
請
求
権
を
被

一
九
八
三
年
の
数
字
は
未
確
定
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
A
D
A
C
(
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
r
 D
e
u
t
s
c
h
e
r
 A
u
t
o
m
o
b
i
l
 C
l
u
b
 
〔
全
ド
イ
ツ
自
動
車
ク
ラ
ブ
〕
の

こ
と
で
、
西
ド
イ
ツ
各
地
に
事
務
所
が
あ
り
、
運
転
免
許
と
旅
行
に
係
わ
る
業
務
を
行
っ
て
い
る
）
の
資
料
(
A
D
A
C
-
M
i
t
t
e
i
l
u
n
g
e
n
d
e
r
 H
a
u
p
t
a
b
t
e
i
l
u
n
g
 

V
e
r
k
e
h
r
,
 S
t
r
a
s
s
e
n
v
e
r
k
e
h
r
 R
e
g
.
 N
 r. 
0
3
.
 
0
1
.
 
1
/
1
9
8
 

〔さ
.
1
1
.
8
4
〕
）
に
あ
る
も
の
を
参
考
ま
で
に
括
弧
書
き
で
示
し
た
。
こ
れ
は
確
定
数
の
よ
う
で
あ

る
。
一
九
八
四
年
の
数
字
も
A
D
A
C
の
も
の
で
あ
る
が
、
一
月
か
ら
九
月
ま
で
の
統
計
で
あ
る
。

こ
れ
は
確
定
数
と
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
二
年
ま
で
は
一
、

0
0
0
マ
ル
ク
以
上
、
一
九
八
―
―
―
年
か
ら
は
三
、

0
0
0
マ
ル
ク
以
上
の
損
害
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

年
報
で
は
、
車
種
別
に
数
字
が
示
さ
れ
て
お
り
、
原
動
機
付
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
乗
用
自
動
車
、
バ
ス
、
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、
貨
物
自
動
車
、
そ
の

他
の
自
動
車
の
別
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
道
路
工
事
従
事
者
、
騎
乗
者
な
ど
で
あ
る
。

被
害
者
救
済
の
た
め
の
立
法

西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
自
動
車
事
故
の
被
害
者
救
済
制
度
は
、
三
つ
の
柱
か
ら
な
っ
て
い
る
。
第
一
は
、
民
法
と
そ
の
特
別
法
で
あ
る
「
道

路
交
通
法
」

民
法
の
規
定

※

5
 

※

4
 

※

3
 

※

2
 

※ー

(
S
 tr a
s
s
e
n
 v
e
r
 k
 e
h
r
s
g
e
s
e
t
z
.
 
一
七
バ
五
二
年
―
二
月
一
九
日
制
定
）
に
基
づ
く
「
損
害
賠
償
」
に
よ
る
救
済
で
あ
る
。
道
路
交

（
同
法
―
―
一
条
）

自
動
車
保
有
者

(
H
a
l
t
e
r
)

そ
の
他
の
損
害
項
目
及
び
制
限
額
以
上
の
損
害
額
の
請
求
に
つ
い
て
は
、

過
失
を
要
件
と
す
る

に
よ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
は
、
「
自
動
車
保
有
者
の
義
務
保
険
に
関
す
る
法
律
（
義
務
保
険
法
）
」
（
G
e
s
e
t
z
i.iber d
i
e
 P
f
l
i
c
h
t
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
 fi.ir 
K
r
a
f
t
f
a
h
r
 ,
 

四
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西ドイツにおける交通災害紛争処理システムについて （上田）

※

1

金
額
は
、

z
e
u
g
h
a
l
t
e
r
 〔
P
f
l
i
c
h
t
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z〕
・

1
h
立
ハ
五
年
＇
四
月
五
日
改
正
、

に
基
づ
く
「
自
動
車
責
任
保
険
」

こ
の
法
律
は
、
最
低
付
保
義
務
額
を
定
め
、
加
害
者
の
過
失
に
よ
り
道
路
交
通
法
で
定
め
た
責
任
限
度
額
以
上
の

に
上
ま
わ
る
付
保
額
（
支
払
限
度
な
し
又
は
こ
括
二

0
0万
マ
ル
ク
）

こ
の
こ
と
を
表
に
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
通
常
は
、
相
当
大
幅

(
2
)
 

に
つ
い
て
保
険
斐
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

／
九
五
七
年
七
月
一
六
日
及
び
一
九
六
五
年
九
月
一
五
日
に
そ
れ
ぞ
れ
改
訂
さ
れ
て
お
り
、
現
行
（
右
表
）
の
額
は
、

五

に義 項道
基務 路

1，旦 根 交 根

拠 通

政令 法四 法
法 拠

条 令 法
条

項

そ 物 人 物 人

の 的 的 的 的

他
損 損 損 損

損 損

の
害 害 害 害 害 害

財 項 項
事 事 名 事 事 名

産 故 故 当 目 故 故 当 目
当 当 た 当 当 た

損 た た り た た り
り り り り

害
濠

3 

七 五

゜
五

゜
時万 万 万
金マ ーマ マ
払

最 Jレ ）レ Jレ し)-賠

低
ク ク ク

の
I ま ま ま

場 償
四 五

゜
付 で で で ,b. 

四

゜゚゜
保

口

限
万 万 万 万

義マ マ マ ‘マ ク年 ク年 度
Jレ Jレ 1レ Jレ 務 ま四 ま三 年
ク ク ク ク 額 で五 でO 金 額

ヽ ヽ 払濠

゜゚
峯

2 '•) I 

゜゚
の

゜゚
場

マ マ ，ど
に］

Jレ Jレ

す度 し 加 し 加
る 額 て 害 な 害
以‘者

備
し) 者

備
上道の の
の路過 過
損交失 失
害通を

考
を
考

を 法要 要
填の件 件
補限 （レ一 と

、̀'’'7
 
8
 
，
 
法香（
 
5
 。
2
 
2
 

一
九
七
七
年
八
月
ニ
ハ
日

7

損
害
が
生
じ
た
場
合
、

そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
で
あ
る
。

に
よ
る
救
済
で
あ
る
。

1
0月
一
日
施
行
）



（一）

で
あ
る
。

四

に
改
訂
さ
れ
、
一
九
七
八
年
一
月
一
日
以
降
適
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

※

2

金
額
は
、
一
九
七
一
年
七
月
二
三
日
に
一
度
改
訂
さ
れ
、
現
行
（
右
表
）
の
額
は
、
一
九
八
一
年
四
月
二
二
日
に
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

※

3

「
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
出
入
口
を
ふ
さ
が
れ
た
商
店
の
営
業
上
の
損
失
」
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
自
動
車
保
険
料
率
算
定
会
企
画
室
「
企
画
室

資
料
」
五
八
号
(
-
九
八
五
．
―
-
．
―
-
五
）
一
七
頁
参
照
。
以
下
こ
の
資
料
名
は
、
「
企
画
室
資
料
」
と
表
示
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
現
行
の
義
務
保
険
法
は
、
自
動
車
の
保
有
者
に
自
動
車
責
任
保
険
へ
の
加
入
を
強
制
す
る
と
と
も
に
（
同
法
一
条
）
、
保
険

者
に
対
す
る
被
害
者
の
直
接
請
求
権
を
認
め
（
同
法
―
―
一
条
一
項
）
、
さ
ら
に
、
保
険
者
と
保
険
契
約
者
の
連
帯
責
任
を
定
め
て
い
る
（
同
法

三
条
二
項
）
。
旧
義
務
保
険
法
（
一
九
一
二
九
年
―
一
月
七
日
制
定
）
で
は
、
被
害
者
に
は
、
加
害
者
に
対
す
る
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠

償
請
求
権
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
現
行
法
に
よ
っ
て
、
保
険
者
に
対
す
る
直
接
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の

第
三
は
、
社
会
健
康
保
険
、
年
金
保
険
、
労
働
災
害
保
険
、
企
業
内
福
祉
政
策
な
ど
の
「
社
会
保
障
」
に
よ
る
救
済
で
あ
る
。

損
害
賠
償
の
範
囲

死
亡
の
場
合

し
く
は
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
額
、

道
路
交
通
法
に
よ
れ
ば
、
加
害
者
が
賠
償
す
べ
き
損
害
は
、
①
治
療
費
、
②
疾
病
中
（
重
傷
後
死
亡
の
ケ
ー
ス
）
生
計
能
力
が
喪
失
も

又
は
増
大
し
た
必
要
経
費
の
額
、
③
埋
葬
費
（
以
上
一
〇
条
一
項
）
、
④
死
亡
し
た
被
害
者
に
対

『-

ノ‘
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西ドイツにおける交通災害紛争処理システムについて（土田）

こ
と
に
よ
る
損
害
額
、
又
は
増
大
し
た
必
要
経
費
の
額
(
―
一
条
）

道
路
交
通
法
に
よ
れ
ば
、
被
害
者
が
請
求
し
う
る
損
害
は
、
①
治
療
費
、
②
生
計
能
力
が
一
時
的
・
永
続
的
喪
失
も
し
く
は
減
少
し
た

で
あ
る
。
ま
た
、
被
害
者
は
、
こ
れ
ら
と
同
一
の
項
目
に
つ
い
て
、

加
害
者
の
過
失
を
要
件
と
し
て
請
求
し
う
る
こ
と
が
、
民
法
八
二
三
条
、

（
八
四
七
条
）
に
つ
い
て
は
被
害
者
が
、

に
つ
い
て
は
そ
の
相
手
方
た
る
第
三
者
が
、

(
6
)
 

保
険
会
社
の
顧
客
や
社
員
に
対
す
る
手
引
き
を
も
と
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
事
故
状
況
確
認
書
」
を
作
成
す
る
た
め
、
事
故
の
当
事
者
同
士
で
、
運
転
者
や
車
の
持
主
の
住
所
、
氏
名
、
保
険
会
社
名
、
保

険
番
号
、
プ
レ
ー
ト
ナ
ン
バ
ー
等
を
知
ら
せ
合
い
、
当
事
者
の
ほ
か
目
撃
者
や
警
察
官
の
助
け
も
借
り
て
事
故
発
生
状
況
を
確
認
し
、
書

（二）

五

し
て
扶
養
請
求
権
を
有
し
て
い
た
者
（
胎
児
を
含
む
）
が
、

れ
ら
の
請
求
権
は
、
民
法
八
二
三
条
並
び
に
八
四
二
条
か
ら
八
四
四
条
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

失
を
要
件
と
す
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
民
法
は
こ
の
ほ
か
に
、
⑤
被
害
者
が
第
三
者
の
家
事
又
は
営
利
の
た
め
労
務
を
給

付
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
て
、
被
害
者
の
死
亡
に
よ
り
そ
の
第
三
者
が
給
付
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
（
民
法
八
四

五
条
）
、
⑥
死
亡
に
至
る
ま
で
の
慰
謝
料
（
民
法
八
四
七
条
）
も
賠
償
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

傷
害
の
場
合

そ
れ
を
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害

(
-
0条
二
項
）

八
四
二
条
、

八
四
三
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
③
慰
謝
料

ま
た
、
④
被
害
者
か
ら
労
務
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
（
八
四
五
条
）

そ
れ
ぞ
れ
請
求
し
う
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

保
険
金
の
支
払
手
続

七

で
あ
る
。
な
お
、

そ
れ
を
行
使
す
る
に
は
加
害
者
の
過 こ
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書
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

な
ら
な
い
。

面
に
そ
の
内
容
を
記
載
し
て
両
当
事
者
が
署
名
す
る
。

そ
れ
に
基
づ
い
て

に
つ
い
て
は
、

（
た
と
え
ば
車
両
の
ロ
ッ
ク
装
置
が
毀
損

（
申
請
が
な
い
か
虚
偽
の
申
立
で
あ
る

に
よ
る
）
、
事
故
が
保
険
期

次
に
損
害
額
の
算
定
を
行
う
。
損
害
額
の
算
定
に
あ
た
り
、
保
険
会
社
の
処
理
担
当
者
は
以
下
の
よ
う
な
調
査
、
点
検
を
し
な
け
れ
ば

基
本
的
事
項
と
し
て
、
事
故
車
の
特
定
（
車
両
の
種
類
、
製
造
工
場
の
商
標
、
車
台
番
号
、
官
庁
の
標
識
、

間
中
で
あ
る
か
否
か
、
保
険
料
払
込
の
有
無
、
事
故
車
が
保
険
証
券
記
載
の
使
用
目
的
で
運
転
さ
れ
て
い
た
か
否
か

（
他
の
使
用
目
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
確
定
さ
れ
る
と
契
約
が
解
除
さ
れ
支
払
が
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
）
、
運
転
者
が
所
定
の
運
転
免
許
を
も
っ
て
い
た
か
否

か
、
損
害
発
生
後
の
保
険
契
約
者
も
し
く
は
被
保
険
者
か
ら
の
説
明
義
務
違
反
が
な
い
か
ど
う
か

と
き
、
保
険
者
か
ら
の
質
問
に
回
答
が
な
い
と
き
、
被
害
者
の
請
求
に
基
づ
く
支
払
命
令
の
通
告
が
あ
っ
た
事
実
を
知
ら
せ
な
い
と
き
、

当
事
者
間
に
法
律
上
の
紛
争
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
な
い
と
き
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

必
要
で
あ
る
。

ま
ず
損
害
額
の
査
定
が
必
要
で
あ
る
が
、

な
ど
が
違
反
に
あ
た
る
）
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

両
損
害
に
つ
い
て
は
、
保
険
契
約
者
が
菫
大
な
過
失
に
よ
っ
て
盗
難
を
可
能
に
し
た
か
ど
う
か

か
、
盗
難
、
燃
焼
、
野
獣
な
ど
に
よ
る
一

0
0
マ
ル
ク
以
上
の
損
害
に
つ
い
て
警
察
へ
の
届
出
が
行
わ
れ
て
い
る
か
否
か
、

ま
た
、
車

し
た
ま
ま
放
置
す
る
な
ど
）
、
嵐
に
よ
る
被
害
な
の
か
ど
う
か
、
事
故
車
が
獣
類
（
鹿
、
猪
、
兎
）
と
衝
突
し
て
生
じ
た
損
害
で
あ
る
か
否

を
調
査
し
な

さ
ら
に
、
事
故
が
不
可
避
的
で
あ
っ
た
か
否
か
を
詳
し
く
調
査
し
、
過
失
な
い
し
責
任
の
割
合
を
確
定
す
る
こ
と
も

次
に
、
損
害
額
の
確
定
を
行
う
。
相
手
方
の
過
失
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
被
害
者
を
主
体
に
し
て
の
べ
る
。
車
の
損
害
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
は
被
害
者
が
弁
護
士
に
依
頼
す
る
か
、
大
き
な
損
害
の
場
合
は
査
定
人
に
依
頼
し
て
報
告

、̂

0
0
0
マ
ル
ク
以
上
の
損
害
に
つ
い
て
は
、
調
査
機
関
に
損
害
の
鑑
定
を
依
頼
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
自
分
で
修
理
し
た
場
合
も
、
査
定
さ
れ
た
額
ま
た
は
修
理
工
場
が
出
し
た
見
積
額
（
小
さ
い
事
故
の
場
合
）

(
7
/
）
 

「
事
故
報
告
書
」
が
作
成
さ
れ
保
険
会
社
に
提
出
さ
れ
る
。

}¥ 
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西ドイツにおける交通災害紛争処理システムについて（上田）

保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
。
弁
護
士
に
処
理
を
委
託
す
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
相
手
方
の
保
険
会
社
に
弁
護
士
費
用
を
請
求
で
き
る
。
中

古
車
の
損
害
額
算
定
の
際
に
は
、

タ
イ
ヤ
、
電
池
、
塗
装
な
ど
に
つ
い
て
価
格
修
正

間
中
、
被
害
者
は
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
保
険
会
社
は
そ
の
費
用
（
い
わ
ゆ
る
代
車
損
）

し
二

0
％
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
控
除
さ
れ
な
い
た
め
に
も
弁
護
上
に
相
談
す
る
の
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。

を
借
り
な
い
場
合
は
、
被
害
者
は
、
自
分
の
車
を
使
用
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
損
害
の
賠
償
を
請
求
で
き
る
が
、

人
身
損
害
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
医
師
の
診
断
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
医
師
に
は
「
黙
秘
義
務
」
が
あ
る
の
で
、
弁
護
士
と
保

険
会
社
か
ら
照
会
が
あ
れ
ば
報
告
で
き
る
よ
う
に
、
被
害
者
は
医
師
に
対
し
そ
の
義
務
か
ら
解
放
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

損
害
額
算
定
の
際
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
「
過
失
割
合
」

九

レ
ン
タ
カ
ー

そ
の
賠
償
額
は
車
の
大

の
決
定
及
び
取
扱
い
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
実
務
上
固
定
し
た
割
合

と
い
う
も
の
は
な
く
、
通
常
は
両
当
事
者
の
保
険
会
社
が
、
判
例
や
弁
護
上
の
見
解
を
確
認
し
な
が
ら
相
談
し
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
過
失
割
合
が
決
定
さ
れ
る
と
、
保
険
会
社
は
そ
れ
ぞ
れ
の
被
保
険
者
に
保
険
金
を
支
払
う
。
そ
の
際
、
被
保
険
者
が
、
過
失
割

合
決
定
に
つ
き
事
前
に
知
ら
せ
る
よ
う
保
険
会
社
に
依
頼
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
保
険
会
社
は
被
保
険
者
の
了
承
を
得
る
こ
と
な
く
支
払

を
す
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
場
合
、
被
保
険
者
は
自
分
の
過
失
割
合
を
知
ら
さ
れ
ず
に
保
険
金
を
受
取
る
こ
と
に
な
り
、
修
理
費
は
個
々

人
で
立
替
払
を
し
て
い
る
の
が
一
般
的
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
当
事
者
の
一
方
に
一

0
0％
の
過
失
が
あ
る
と
さ
れ
る
と
き
は
、
前
述

の
事
故
報
告
手
続
後
、
被
害
者
と
加
害
者
の
保
険
会
社
が
話
し
合
っ
て
賠
償
額
を
決
め
支
払
を
す
る
。

一
般
的
に
は
、
保
険
会
社
が
詳
細
な
通
知
を
し
な
い
ま
ま
被
保
険
者
ま
た
は
被
害
者
に
直
接
支
払
わ
れ
る
。
し
か
し
、
修

保
険
金
は
、

理
工
場
に
よ
っ
て
は
、
「
修
理
引
受
承
諾
書
」
を
発
行
す
る
こ
と
も
あ
り
、

き
さ
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
基
準
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
。

そ
の
と
き
は
、
被
保
険
者
ま
た
は
被
害
者
に
で
は
な
く
、
直
接

修
理
工
場
に
修
理
費
用
が
支
払
わ
れ
る
。
事
故
当
事
者
は
、
当
初
の
事
故
報
告
手
続
さ
え
し
て
お
け
ば
、
直
接
会
っ
て
話
を
す
る
必
要
は

の
支
払
の
際
一
五
％
な
い

（
減
額
）
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
修
理
に
必
要
な
期
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る
保
険
会
社
で
の
処
理
状
況
は
、

一
九
八
四
年
で
は
七

な
く
、

す
べ
て
保
険
会
社
が
損
害
賠
償
額
の
算
定
も
保
険
金
の
支
払
も
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
保
険
金
の
支
払
請
求

を
す
る
者
は
、
あ
ら
た
め
て
「
示
談
書
」
や
「
保
険
金
支
払
請
求
書
」
を
作
成
す
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
、
保
険
会
社
か
ら
請
求
が
あ
れ

ば
、
見
積
書
な
ど
の
事
故
関
係
書
類
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
西
ド
イ
ツ
で
は
、
賠
償
問
題
を
解
決
す
る
た
め
弁
護
士
に

依
頼
し
た
り
、
訴
訟
と
な
っ
た
と
き
の
た
め
、
弁
護
士
費
用
、
裁
判
費
用
を
カ
バ
ー
す
る
「
権
利
保
護
保
険

(
R
e
c
h
t
s
s
c
h
u
t
s
v
e
r
s
i
c
h
e
r
,
 

u
n
g
)
」
が
、
自
動
車
責
任
保
険
と
合
わ
せ
て
契
約
さ
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

紛
争
処
理
手
続

紛
争
の
実
態
と
解
決
方
法

照
会
に
対
す
る

H
U
K
'
V
e
r
b
a
n
d
及
び
ア
リ
ア
ン
ツ
保
険
会
社
の
回
答
に
よ
れ
ば
、
損
害
賠
償
、

つ
ま
り
保
険
金
の
支
払
請
求
に
対
す

一
九
八
三
年
中
の
請
求
に
対
し
て
年
末
ま
で
に
処
理
し
た
割
合
は
七
―
―
•
六
％
、

ニ
・
ニ
％
で
あ
る
。
処
理
の
期
間
と
内
容
は
、
物
損
に
つ
い
て
は
平
均
し
て
五
週
間
を
要
し
、
填
補
額
は
二
、
七

0
0
マ
ル
ク
、
人
損
に

つ
い
て
は
軽
い
場
合
で
平
均
し
て
六
箇
月
を
要
し
、
填
補
額
は
一
四
、

0
0
0
マ
ル
ク
、
重
い
場
合
は
平
均
し
て
三
年
（
填
補
額
は
不
明
）

を
要
す
る
よ
う
で
あ
る
。
も
し
、
損
害
賠
償
に
関
す
る
紛
争
が
生
じ
た
場
合
は
、
主
に
車
両
保
有
者
等
に
対
し
広
範
な
代
理
権
を
も
っ
て

い
る
保
険
会
社
と
被
害
者
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
示
談
（
民
法
七
七
九
条
）
で
解
決
さ
れ
て
お
り
、
解
決
で
き
な
い
と
き
は
訴
訟
に
よ
る
が
、

て
い
る
。
紛
争
処
理
機
関
と
し
て
、

訴
が
提
起
さ
れ
る
の
は
、
全
賠
償
請
求
件
数
の

2
％
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
紛
争
の
主
な
原
因
は
、
請
求
の
根
拠
と
請
求
額
だ
と
い
わ
れ

わ
が
国
の
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
裁
判
外
の
仲
裁
機
関
は
存
在
し
て
い
な
い
。
被

(

-

）

 

＇ ノ‘

1
0
 

7 -2 -210 (香法'87)



西ドイツにおける交通災害紛争処理システムについて（土田）

ら
え
る
必
要
が
あ
る
。

害
者
は
、
連
邦
大
蔵
大
臣
の
も
と
に
あ
る
保
険
制
度
に
関
す
る
連
邦
監
督
局
へ
の
異
議
申
立
は
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
監
督
局
が
個

別
事
件
の
解
決
に
直
接
影
響
力
を
行
使
す
る
制
度
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

賠
償
義
務
者
と
保
険
者
の
代
理
権

自
動
車
運
転
中
の
事
故
に
よ
り
、
人
を
死
亡
さ
せ
た
り
、
身
体
も
し
く
は
健
康
を
害
し
た
り
、
物
に
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
と
き
、
損
害

賠
償
義
務
を
負
う
の
は
、
車
両
の
保
有
者
（
道
路
交
通
法
七
条
一
項
）
、
運
転
者
（
同
法
一
八
条
。
無
断
運
転
者
も
含
む
。
同
法
七
条
三
項
）

(10) 

で
あ
る
。
保
険
者
と
保
険
芙
約
者
は
連
帯
債
務
を
負
う
（
同
法
三
条
二
項
）

な
ど
の
保
険
喫
約
者
、
保
険
者
（
義
務
保
険
法
三
条
一
項
）

も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
内
部
的
に
は
保
険
者
が
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
（
同
法
三
条
九
項
）
。

と
こ
ろ
で
、

す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の
問
題
は
、
大
部
分
が
保
険
会
社
の
事
務
的
処
理
に
よ
っ
て
解

決
し
て
お
り
、
紛
争
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
車
両
の
保
有
者
等
の
広
い
代
理
権
を
も
っ
て
い
る
保
険
会
社
が
被
害
者
と
直
接
示
談
交
渉
を

し
た
り
、
訴
訟
当
事
者
と
な
っ
て
訴
訟
上
解
決
を
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

そ
の
代
理
権
の
内
容
に
注
目
し
て
紛
争
解
決
の
仕
組
み
を
と

保
険
者
の
代
理
権
の
根
拠
は
、
自
動
車
保
険
普
通
約
款
の
七
条
二
項
と
一
〇
条
五
項
に
あ
り
、
前
者
は
保
険
契
約
者
と
保
険
者
の
内
部

関
係
に
つ
い
て
定
め
、
後
者
は
被
害
者
及
び
そ
の
関
係
者
と
保
険
者
の
関
係
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

こ
の
保
険
者
の
代
理
権
の
性
質
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
保
険
契
約
者
と
保
険
者
の
芙
約
上
の
意
思
に
で
は
な
く
、
義
務
保
険
法
三
条
に
よ

り
、
交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
の
損
害
を
調
整
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
と
い
う
社
会
的
義
務
を
果
た
さ
せ
る
た
め
、
法
律
上
保
険
者
に
課

せ
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
義
務
保
険
関
係
が
存
在
す
る
限
り
、
代
理
権
は
契
約
上
の
瑕
疵
に
よ
っ
て
取
り
消

(11) 

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

代
理
権
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
は
、
損
害
調
整
の
た
め
の
一
切
の
権
能
を
も
ち
、
和
解
を
し
た
り
、
訴
訟
を
提
起
し
た
り
、

（二）

そ
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(12) 

の
他
必
要
な
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
権
能
は
、
保
険
者
が
綿
密
な
調
査
を
し
て
保
険
契

約
者
の
利
益
を
保
護
す
る
義
務
を
伴
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
義
務
に
違
反
し
て
保
険
契
約
者
に
損
害
を
与
え
た
場
合
は
契
約
責
任
と
し
て

(13) 

の
賠
償
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
良
俗
違
反
や
暴
利
行
為
と
し
て
無
効
と
な
る
（
民
法
一
三
八
条
）
法
律
行
為
は
で
き
な
い
。
被
害
者

の
請
求
額
が
保
険
金
額
を
超
え
る
場
合
で
も
、
保
険
者
は
代
理
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
第
三
者
が
明
確
に
認
識
し
う
る
方

(15) 

法
で
代
理
権
を
制
限
的
に
行
使
し
、
保
険
金
額
の
範
囲
内
で
の
み
和
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
保
険
者
の
代
理
権
は

(16) 

法
人
に
帰
属
す
る
も
の
な
の
で
、
そ
の
従
業
員
が
具
体
的
な
代
理
行
為
を
す
る
こ
と
は
問
題
が
な
い
。
な
お
、
保
険
者
が
被
害
者
と
示
談

交
渉
を
始
め
て
も
、
被
害
者
の
保
険
契
約
者
に
対
す
る
請
求
権
は
時
効
に
か
か
ら
な
い
。

保
険
者
の
代
理
権
行
使
の
具
体
例
と
若
干
の
問
題
点
を
以
下
に
示
し
て
お
く
。

ま
ず
、
保
険
者
に
よ
る
債
務
承
認
で
あ
る
。
保
険
者
が
被
害
者
の
請
求
を
承
認
す
る
と
、
請
求
額
が
保
険
金
額
を
超
え
る
場
合
で
も
、

時
効
中
断
の
効
果
が
生
ず
る
。
保
険
者
が
、
将
来
の
損
害
を
承
認
し
た
と
き
は
、
明
確
に
言
及
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
効
果
は
保
険

金
額
の
範
囲
内
に
制
限
さ
れ
る
。
保
険
契
約
者
が
債
務
承
認
を
し
て
も
、
保
険
者
が
過
失
や
原
因
に
関
す
る
抗
弁
を
主
張
す
る
こ
と
は
妨

げ
ら
れ
な
い
。
自
動
車
事
故
の
場
合
は
、
保
険
者
が
債
務
承
認
を
す
る
の
を
禁
止
す
る
こ
と
は
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

被
害
者
が
重
傷
を
負
っ
た
り
、
生
命
の
危
険
が
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
明
ら
か
に
保
険
契
約
者
ま
た
は
被
保
険
者
の
み
の
過
失
に
よ
る
事

故
で
あ
る
場
合
は
、
保
険
者
が
代
理
権
を
行
使
し
て
慰
謝
料
の
支
払
を
承
認
（
金
額
に
つ
い
て
で
は
な
く
）
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

義
務
保
険
者
は
、
内
部
関
係
で
は
保
険
契
約
者
か
ら
包
括
的
な
委
任
を
受
け
て
い
る
も
の
と
さ
れ
る
の
で
、
弁
護
士
を
選
任
し
、
訴
訟

代
理
権
を
与
え
、
随
意
に
必
要
な
指
図
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
保
険
者
と
保
険
契
約
者
と
の
利
益
が
衝
突
す
る
と

き
は
、
弁
護
士
は
保
険
者
の
指
図
に
拘
束
さ
れ
な
い
。
保
険
契
約
者
は
、
保
険
者
が
選
任
し
た
弁
護
士
に
代
理
権
を
与
え
る
こ
と
を
拒
否

で
き
る
し
、
自
分
で
選
ん
だ
弁
護
士
に
代
え
た
り
、
最
初
か
ら
自
分
の
弁
護
卜
に
処
理
を
委
任
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
被
害
者
の
保
険
金
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七

結

び

一
方
、
保
険
契
約
者
が
直
接
示
談
交
渉
し
た
場

額
を
超
え
る
請
求
に
対
し
、
保
険
者
が
保
険
芙
約
者
の
た
め
に
弁
護
士
に
処
理
を
委
任
す
る
と
、
保
険
者
は
保
険
契
約
者
に
相
応
の
弁
護

士
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

義
務
保
険
者
が
、
代
理
権
に
基
づ
い
て
被
害
者
と
和
解
す
る
と
き
は
、
訴
訟
上
の
和
解
に
よ
る
と
き
も
、
保
険
契
約
者
も
し
く
は
共
同

被
保
険
者
の
名
で
行
わ
れ
、
保
険
芙
約
に
よ
る
内
部
関
係
で
は
保
険
に
よ
る
保
護
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
場
合
で
も
、
こ
れ
ら
の
者
を
拘

そ
の
条
項
の
変
更
の
合
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

束
す
る
。
保
険
者
は
、
定
期
金
支
払
方
式
に
よ
る
和
解
を
し
た
場
合
は
、

保
険
者
と
保
険
契
約
者
の
内
部
関
係
に
つ
い
て
少
し
補
足
を
し
て
お
く
。
義
務
保
険
者
が
、
保
険
英
約
者
の
名
で
、
社
会
保
険
の
保
険

者
と
一
般
的
な
損
害
填
補
の
分
割
協
定
を
結
ぶ
の
は
、
代
理
権
の
濫
用
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
損
害
の
調
整
を
単
純
か
つ
経
済
的
に

す
る
と
い
う
保
険
者
の
利
益
に
役
立
つ
に
す
ぎ
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
保
険
者
が
、
判
決
に
基
づ
い
て
判

示
さ
れ
た
金
額
を
無
条
件
に
被
害
者
に
支
払
っ
た
場
合
、
そ
の
判
決
が
法
律
上
確
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
仮
執
行
を
な
し
う
る
に
す
ぎ

(25) 

な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
保
険
契
約
者
は
判
決
に
対
す
る
抗
告
が
で
き
な
く
な
る
。

合
、
も
し
被
害
者
の
車
両
保
険
者
が
被
害
者
に
損
害
を
填
補
し
て
い
た
ら
そ
れ
を
加
害
者
側
に
償
還
請
求
で
き
る
の
で
、

(26) 

れ
ば
、
義
務
保
険
者
に
通
知
を
し
て
お
か
な
い
と
、
保
険
芙
約
者
の
契
約
上
の
義
務
違
反
と
な
る
。

そ
の
事
実
が
あ

以
上
、
自
動
車
事
故
に
関
す
る
西
ド
イ
ツ
の
最
近
の
状
況
を
概
説
し
て
き
た
が
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
や
誤
り
も
多
い
こ
と
と
思
う
。
な

(27) 

お
、
引
用
は
し
て
い
な
い
が
入
手
し
参
考
と
し
た
文
献
を
掲
げ
、
参
考
に
供
し
た
い
。
終
わ
り
に
、
若
干
の
感
想
を
の
べ
て
結
び
に
代
え
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る
こ
と
と
す
る
。

交
通
事
故
に
関
す
る
西
ド
イ
ツ
の
統
計
を
見
る
と
、
物
損
事
故
の
件
数
と
割
合
が
多
く
、
事
故
関
係
者
及
び
死
傷
者
は
、
自
動
車
な
ど

著
な
差
を
示
し
て
い
る
の
が
、
物
損
と
慰
謝
料
の
扱
い
方
、
及
び
、
年
金
払
方
式
を
認
め
る
か
ど
う
か
、

特
徴
づ
け
る
背
景
の
一
っ
は
、
道
路
事
情
や
事
故
形
態
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
西
ド
イ
ツ
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
幹
線
と
し
て
の

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
網
が
全
土
に
行
き
わ
た
り
、

そ
れ
を
走
る
と
都
市
間
の
所
要
時
間
は
ほ
ぼ
列
車
と
同
じ
で
あ
り
、
高
速
で
走
る
自
動
車
の

性
能
が
十
分
活
か
せ
る
設
計
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の
扱
い
方
に
つ
い
て
、
西
ド
イ
ツ
と
わ
が
国
で
顕

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は
市
街
地
を
離
れ
て
設
置
さ
れ
、
市
街
か
ら
の
接
続
道
路
も
、
舗
装
、
諸

設
備
、
標
識
が
整
い
視
界
も
開
け
て
い
て
、
市
街
か
ら
の
加
速
、
市
街
へ
の
減
速
が
円
滑
に
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
高
速

で
走
る
道
路
は
歩
行
者
が
立
人
り
で
き
な
い
し
、
市
街
地
の
道
路
は
通
行
区
分
が
行
き
届
い
て
い
る
。
自
動
車
と
歩
行
者
が
交
錯
し
た
り
、

歩
行
者
主
体
の
旧
来
の
中
小
道
路
や
人
家
の
間
を
縫
っ
て
設
け
ら
れ
た
道
路
を
自
動
車
が
走
る
、
と
い
う
わ
が
国
と
違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

事
故
形
態
も
、
車
対
人
の
事
故
が
多
い
わ
が
国
と
異
な
り
、
西
ド
イ
ツ
で
は
、
車
対
車
も
し
く
は
車
の
自
損
事
故
が
多
い
よ
う
で
、

そ
の

分
だ
け
自
動
車
の
安
全
設
計
に
つ
い
て
も
厳
格
性
、
確
実
性
の
追
究
と
実
用
化
が
進
ん
で
い
る
。
車
対
人
の
事
故
で
は
、
衝
突
す
れ
ば
当

然
重
大
な
結
果
が
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
車
対
人
の
事
故
防
止
に
は
、
道
路
の
安
全
設
計
、
通
行
区
分
の
徹
底
、
歩
行
者
絶
対
優
先
対

策
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
今
日
、
運
転
免
許
取
得
者
が
国
民
の
半
数
を
超
え
て
い
る
が
、
免
許
を
持
た
ず
運
転
経
験
の
な
い

者
に
は
自
動
車
は
日
常
的
な
道
具
で
は
な
く
、
自
動
車
の
性
能
、
危
険
性
、
盲
点
な
ど
が
実
感
と
し
て
分
か
ら
な
い
の
で
あ
り
、
同
次
元

で
両
者
の
注
意
義
務
を
論
ず
る
の
に
も
無
理
が
あ
る
。
わ
が
国
で
、
人
身
事
故
の
場
合
、
過
失
相
殺
や
慰
謝
料
が
紛
争
原
因
と
な
り
や
す

い
の
も
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
う
。
と
も
か
く
、
制
度
の
違
い
に
は
背
景
に
諸
々
の
事
情
の
差
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
西
ド
イ
ツ
の
場
合
、
特
別
法
に
よ
る
損
害
賠
償
に
物
損
を
含
め
慰
謝
料
を
含
め
な
い
理
由
が
何
で
あ
る
か
は
確
認
で
き
な
か

に
塔
乗
中
の
者
の
数
が
多
い
の
が
目
に
つ
く
。

一
四
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定
額
や
保
険
会
社
の
査
定
額
と
の
比
較
な
ど
が
で
き
な
か
っ
た
。

っ
た
。
ま
た
、

一
五

一
応
の
区

西
ド
イ
ツ
の
場
合
全
く
問
題
が
な
い
の
か
疑
問

わ
が
国
で
も
定
期
金
賠
償
や
年
金
払
式
賠
償
が
取
沙
汰
さ
れ
て
い
る
が
、
西
ド
イ
ツ
で
一
時
払
方
式
と
年
金
払
方
式
が
併

用
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
を
引
く
。

た
だ
、
導
入
の
経
緯
や
運
用
の
実
熊
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
受
け
と
め
て

損
害
賠
償
請
求
に
対
す
る
処
理
に
つ
い
て
は
、
殆
ん
ど
保
険
会
社
の
事
務
的
手
続
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
訴
訟
に
よ
っ
て
解
決
す
る

割
合
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

わ
が
国
の
場
合
と
よ
く
似
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
賠
償
額
は
ど
の
程
度
か
、

争
が
生
じ
て
い
る
か
、
紛
争
解
決
の
時
間
と
コ
ス
ト
は
ど
の
程
度
か
、
被
害
者
の
満
足
度
は
ど
う
か
な
ど
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り

解
明
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
裁
判
例
に
つ
い
て
は
全
く
手
つ
か
ず
な
の
で
、
紛
争
原
因
と
そ
れ
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断
、
賠
償
の
認

回
答
し
て
き
た
保
険
会
社
の
説
明
で
は
、

共
同
研
究
の
一
端
で
あ
り
、

切
り
と
し
て
筆
を
開
く
。

わ
が
国
の
よ
う
な
裁
判
外
の
仲
裁
機
関
（
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー
）

い
と
い
う
自
信
の
ほ
ど
を
の
べ
て
い
る
が
、
公
正
、
迅
速
、
安
価
な
処
理
と
い
う
点
で
、

お
き
た
い
。

ど
の
よ
う
な
紛

が
な
く
て
も
い

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
交
通
事
故
紛
争
の
処
理
に
お
い
て
も
弁
護
士
に
よ
る
処
理
を
重
ん
じ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
市
民
が
ど
の

程
度
弁
護
士
に
な
じ
み
頼
っ
て
い
る
か
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
実
態
は
把
握
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
稿
は

ま
と
め
る
の
に
時
間
的
制
約
が
あ
る
の
で
、
解
明
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
今
後
の
こ
と
と
し
て
、

〔
付
記
〕
本
研
究
は
、
昭
和
五
九
年
度
か
ら
六
：
年
度
ま
で
の
文
部
省
特
定
研
究

(
l
)
「
交
通
災
害
の
抑
止
と
補
償
の
シ
ス
テ
ム
研
究
」
に
お
け
る
第
六
班
の

課
題
「
交
通
災
害
紛
争
処
理
シ
ス
テ
ム
の
研
究
」
の
研
究
分
担
者
と
し
て
の
研
究
で
あ
る
。
第
六
班
の
主
な
研
究
は
テ
ー
マ
に
関
す
る
実
態
調
査
で
あ
る
が
、
そ
の

補
論
と
し
て
比
較
法
的
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
法
を
小
山
昇
教
授
、
ア
メ
リ
カ
法
を
松
本
恒
雄
助
教
授
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
山
野
嘉
朗
助
教
授
、
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西
ド
イ
ツ
法
を
土
田
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
-
九
八
七
・
三
・
九
）

(
l
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

「
義
務
保
険
」

と
訳
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、

こ
れ

と
し
て
い

内
容
か
ら
み
れ
ば
、
「
責
任
保
険
」
と
い
う
の
が
適
切
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
既
刊
の
文
献
に
は

が
定
着
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
一
応
こ
の
訳
語
に
従
っ
て
お
く
。

企
画
室
資
料
五
0
号
（
一
九
八
二
•
1
 

0・ 
ニ
七
）
一
頁
参
照
。

無
保
険
車
対
策
に
つ
い
て
は
、
企
画
室
資
料
五
八
号
（
一
九
八
五
・
一
―
・
ニ
五
）
一
六
頁
以
下
に
、
和
久
利
昌
男
氏
に
よ
る
詳
細
な
紹
介
が
あ
る
。
な

お
、
保
険
契
約
者
に
は
、
自
動
車
保
険
普
通
約
款

(
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
B
e
d
i
n
g
u
n
g
e
n
 fur 
die 
K
r
a
f
t
f
a
h
r
t
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
 〔
A
K
B
と
略
称
さ
れ
て
ぃ

る
〕
）
一
〇
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
共
同
被
保
険
者

(
M
i
t
v
e
r
s
i
c
h
e
r
t
e
P
e
r
s
o
n
e
n
)

と
呼
ば
れ
る
以
下
の
者
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
保
有
者
、

所
有
者
、
運
転
者
、
助
手
（
保
険
契
約
者
又
は
保
有
者
と
の
雇
用
関
係
の
範
囲
内
で
、
正
当
な
運
転
者
の
代
わ
り
と
し
て
、
又
は
物
品
の
積
込
み
及
び
補

助
作
業
を
行
う
た
め
に
、
単
な
る
臨
時
で
は
な
く
正
当
な
運
転
者
に
随
伴
し
て
い
る
者
）
、
バ
ス
の
車
掌
（
た
だ
し
、
保
険
契
約
者
又
は
保
有
者
と
の
雇

用
関
係
の
範
囲
内
で
勤
務
す
る
場
合
）
で
あ
る
。
共
同
被
保
険
者
は
、
そ
の
保
険
金
請
求
権
を
独
立
し
て
行
使
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
同
約
款
一

0
条
四
項
）
。

社
会
保
障
の
内
容
、
損
害
賠
償
及
び
責
任
保
険
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ハ
ン
ス
・
レ
オ
・
ヴ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
事
故

か
ら
生
じ
る
経
済
的
結
果
の
法
的
取
扱
い
1

現
状
と
将
来
ー
ー
—
」
（
講
演
録
、
石
田
穣
、
グ
ン
ト
ラ
ム
・
ラ
ー
ン
訳
）
法
学
協
会
雑
誌
九
0
巻
一
―

号
一
頁
以
下
に
詳
し
い
紹
介
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
に
法
令
の
改
正
な
ど
ど
の
よ
う
な
内
容
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
は
掌
握
し
て
い
な
い
の
で
、

参
考
と
し
て
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。

企
画
室
資
料
五

0
号
三
頁
に
よ
れ
ば
、
付
添
人
の
費
用
、
滋
養
を
と
る
た
め
の
費
用
な
ど
、
今
ま
で
不
要
だ
っ
た
も
の
が
自
動
車
事
故
の
た
め
必
要
と
な

っ
た
も
の
、
を
指
す
と
し
て
い
る
。
な
お
、
「
Bedtirfnis
」
と
い
う
ド
イ
ツ
語
の
適
切
な
訳
語
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
「
入
用
」
と
訳
す
、

る。

(
6
)
こ
の
資
料
(
-
九
八
二
年
な
い
し
一
九
八
六
年
の
状
況
を
示
し
た
も
の
）
は
、
山
野
助
教
授
か
ら
提
供
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。

A
D
A
C
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

実
務
担
当
者
の
経
験
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。

(
7
)
大
き
な
人
身
事
故
の
場
合
に
は
警
察
官
の
調
書
が
必
要
な
の
で
呼
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
損
害
額
が
小
さ
い
場
合
（
通
常
三
、

0
0
0
マ
ル
ク
以
下
）

は
警
察
官
を
呼
ば
な
く
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
当
事
者
間
で
事
故
原
因
等
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
自
動
車
ク
ラ
ブ

や
保
険
会
社
の
「
事
故
報
告
書
」
用
紙
を
使
っ
て
、
運
転
者
及
び
車
の
持
主
の
住
所
、
氏
名
、
保
険
会
社
名
と
保
険
番
号
、
プ
レ
ー
ト
ナ
ン
バ
ー
、
目
撃

一
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者
・
証
人
の
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
ス
ケ
ッ
チ
や
写
真
な
ど
の
事
故
跡
の
確
認
手
段
の
保
存
を
し
て
お
く
こ
と
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
保
険
会

社
は
、
虚
偽
の
申
告
、
不
十
分
な
申
告
を
す
れ
ば
、
保
険
契
約
上
の
請
求
権
を
失
う
こ
と
を
請
求
者
に
予
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
8
)
特
に
、
保
険
に
よ
る
保
護
が
な
い
か
疑
わ
し
い
と
き
、
代
理
権
を
も
つ
保
険
者
が
複
数
で
あ
る
と
き
、
請
求
が
不
当
な
も
の
と
し
て
拒
絶
さ
れ
る
と
き
、

裁
判
上
の
請
求
が
な
さ
れ
る
か
そ
の
意
図
が
あ
る
こ
と
を
通
告
さ
れ
た
と
き
な
ど
は
、
損
害
に
関
す
る
す
べ
て
の
証
拠
を
、
支
払
保
険
会
社
に
直
ち
に
引

渡
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

(
9
)
医
療
過
誤
を
め
ぐ
り
、
患
者
が
医
師
に
対
し
て
請
求
す
る
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
、
ニ
ー
ダ

ー
ザ
ク
セ
ン
の
諸
州
に
、
医
師
の
責
任
の
存
否
、
範
囲
を
鑑
定
し
紛
争
を
調
停
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
仲
裁
裁
判
所
が
存
在
し
て
い
る

(Geigel,
D
e
r
 

Haftpflichtprozess, 19. 
Aufl. 1986, 

Rnr. 2
1
7
 ̀

 
S. 462)
。
ま
た
、
佃
g
保
吟
｛
申
一
、
ひ
き
湘
『
げ
串
盃
守
に
よ
る
事
故
の
被
害
者
の
救
済
は
、
義
務
保
険
法

に
基
づ
く
「
自
動
車
事
故
損
害
補
償
基
金
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
金
と
請
求
権
者
と
の
争
い
に
つ
い
て
は
仲
裁
機
関
が
あ
っ
て
処
理
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
機
関
の
組
織
と
仲
裁
手
続
に
つ
い
て
は
、
和
久
利
昌
男
氏
の
詳
し
い
紹
介
（
企
画
室
資
料
五
八
号
二
三
頁
以
下
、
特
に
一
一
七
頁
）

が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

(10)
前
掲
注

(
3
)
参
照
。

(11) 
Stiefel 
&
 H
o
f
m
a
n
n
,
 K
r
a
f
t
f
a
h
r
t
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
,
 13. 
Aufl. 
1986, 

Rnr. 125, 
S. 485. 

(12) 
Stiefel 
&
 H
o
f
m
a
n
n
 ̀

 
a.a.O., 

Rnr. 125, S. 485. B
e
c
k
e
r
 &
 B
o
h
m
e
,
 K
r
a
f
t
v
e
r
k
e
h
r
s
 ,
 
H
a
f
t
p
f
l
i
c
h
t
 ,
 
S
c
h
a
d
e
n
,
 16. 
Aufl. 1986, 

Rnr. 1165, 

(13) 

(14) 
5
-（ー、
(16) 

(17) 

(18) 

(19) 

(20) 

(21) 
S. 579

—580. 

Stiefel 
&
 H
o
f
m
a
n
n
,
 a.a.O., 

Rnr. 122, 
S. 484. 

Stiefel 
&
 H
o
f
m
a
n
n
,
 a.a.O., 

Rnr. 123, 
S. 484. 
B
e
c
k
e
r
 &
 B
o
h
m
e
,
 a.a.O., 

Rnr. 1165, 
S. 579. 

Stiefel 
&
 H
o
f
m
a
n
n
,
 a.a.O., 

Rnr. 131, 
S. 579. 

Stiefel 
&
 H
o
f
m
a
n
n
,
 a.a.O., 

Rnr. 133, 
S. 488. 

B
e
c
k
e
r
 &
 B
o
h
m
e
,
 a.a.O., 

Rnr. 1165, 
S. 579. 

Stiefel 
&
 H
o
f
m
a
n
n
,
 a.a.O., 

Rnr. 123, 
124 ̀

 
S
.
4
8
4ー

485.

B
e
c
k
e
r
 &
 B
o
h
m
e
 ̀

 
a.a.O. `

 Rnr. 1
1
6
5
 S. 5
8
1ー

582.

Stiefel 
&
 H
o
f
m
a
n
n
,
 a.a.O., 

Rnr. 136, 
S. 489. 

B
e
c
k
e
r
 &
 B
o
h
m
e
,
 a
.
a
.
O
 

•• 

Rnr. 1165, 
S. 581. 
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(22) 
Stiefel 
&
 H
o
f
m
a
n
n
,
 a.a.O., 

Rnr. 1
2
3
,
 
S. 4
8
5
.
 

(23) 
Stiefel 
&
 H
o
f
m
a
n
n
,
 a.a.O., 

Rnr. 1
2
4
,
 
S. 4
8
5
,
 

Rnr. 1
2
7
,
 
S. 4
8
6
,
 

Rnr. 1
3
8
,
 
S. 4
8
9
.
 

(24) 
Stiefel 
&
 H
o
f
m
a
n
n
,
 a.a.O., 

Rnr. 1
3
0
,
 
S. 4
8
7
.
 

(25) 
Stiefel 
&
 H
o
f
m
a
n
n
,
 
a.a.O• 

,
 Rnr. 1
3
5
,
 
S. 4
8
8ー

4
8
9
.

(26) 
Stiefel 
&
 H
o
f
m
a
n
n
,
 a.a.O., 

Rnr. 1
3
2
,
 
S. 4
8
8
.
 

(27)
ド
ク
ト
ル
・
エ
ル
・
ベ
ル
リ
ナ
ー
、
高
橋
正
己
訳
「
独
逸
自
動
車
車
体
保
険
、
並
に
責
任
保
険
料
率
」
損
害
保
険
研
究
七
巻
二
号
一
八
八
頁
、
ド
ク
ト
ル
・

エ
ル
・
ベ
ル
リ
ナ
ー
「
独
逸
に
於
け
る
自
動
車
強
制
責
任
保
険
」
損
害
保
険
研
究
七
巻
四
号
一
八
一
頁
、
野
田
良
之
「
ド
イ
ツ
に
於
け
る
自
動
車
交
通
法

の
改
正
と
義
務
保
険
制
度
の
創
設
ー
自
動
車
責
任
法
の
比
較
法
資
料
」
法
学
協
会
雑
誌
五
八
巻
―
二
号
五
四
頁
、
ハ
ン
ス
・
メ
ラ
ー
、
関
戸
好
蔵
訳
「
自

動
車
責
任
保
険
の
世
界
的
傾
向
」
損
害
保
険
研
究
二
七
巻
四
号
一
九
頁
、
木
村
栄
一
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
強
制
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
」

損
害
保
険
研
究
二
九
巻
三
号
一
1
0頁
、
山
田
晟
・
ド
イ
ツ
法
概
論

I
I

（
新
版
）
一
四
八
頁
、
企
画
室
資
料
六
号
（
一
九
七
六
•
一
・
一
六
）
「
自
動
車

事
故
の
民
事
責
任
」
（
西
ド
イ
ツ
を
堀
内
生
太
郎
氏
担
当
。
一
九
七
五
年
―
一
月
現
在
の
文
献
紹
介
も
あ
る
）
、
企
画
室
資
料
四
八
号
(
-
九
八
一
・
七
・

一
）
「
西
ド
イ
ツ
『
自
動
車
保
険
料
率
に
関
す
る
政
令
』
お
よ
び
そ
の
付
属
別
表
」
、
企
画
室
資
料
五
四
号
（
一
九
八
三
・
―
-
）
「
諸
外
国
の
自
動
車
保

険
料
率
に
お
け
る
リ
ス
ク
分
類
」
（
西
ド
イ
ツ
を
和
久
利
昌
男
氏
担
当
）
、
企
画
室
資
料
五
五
号
(
-
九
八
四
・
三
・
三

0
)
「
世
界
各
国
の
自
動
車
損
害

賠
償
責
任
保
険
制
度
—
ー
ー
一
九
八
三
年
一
月
一
日
現
在
」
。

一
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